
●高齢者生活活動能力指標

今は、これは去年からできたものですね。新しい現代の高齢者の生活の活動能力指標と呼ばれるものです。見

ると、先ほどより大分進んでおります。例えば、町内会や自治会で活動しているか、ボランティア活動をしてい

るか。最も大事なのは、自治会やグループ活動の世話役とか役職を引き受けているかということですね。それか

ら、さっきの質問には全くなかったですけど、新しい機器がいっぱい出ています。携帯を使っているか、パソコ

ンのメールをやっているか、ＡＴＭを使うか、ビデオでＤＶＤプレーヤーの操作ができるか。恐らくこの中には

できない方もいるんじゃないかと思います。私も実はあまりできないんですね、これ。だから満点をとれないと

いうことですね。情報収集、外国のニュースに興味があるかとか、大事なことは、健康に関する情報の信憑性に

ついて判断できるか。これは、今よく言われる、ヘルスリテラシーという問題ですね。それから、生活のマネジ

メントとして、病人の看病ができるかとか、知人の世話ができるかとか、最後に、詐欺、ひったくり、空き巣の

被害に遭わないようにしているかと。

今はこういう指標で高齢者の能力、健康能力、生活能力を測定するというぐらいに実はレベルが高くなったと

いうことです。

そのデータを全部集計しますと、やっぱり１６点満点で平均点がまだ１０点です。ただ、例えば、比較的若い

前期の高齢者と後期の高齢者を比べると、平均点が１１点と９点。男性と女性を比べると、男性は１１点だけど

女性は１０点といったように、少しばらつきが出てきます。

今後は、こういった指標で測らなければならないほど日本の高齢者というのはその健康の能力が高くなってい

ますので、特に前期の高齢者などというのは、今日のテーマにありますような地域づくりにぜひ貢献していただ

きたいと。

●健康能力高い日本の高齢者
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そしてまた、貢献できるほどに、まさにこの地域づくりという意味で、社会参加のところは、ぜひ満点をとっ

ていただきたいということが今後の１つの大きな課題だと思われます。

それでは、パネラーの皆様から少しづつ御意見を賜りたいと思います。最初に高齢期の医療の面から見た健康

長寿の秘密ということで、名古屋大学の老年学の教授であります葛谷さんにお話しいただきたいと思います。

【葛谷】 名古屋大学の葛谷であります。

私は、医療の面から見た健康長寿ということについてお

話ししたいと思いますので、よろしくお願いします。

この間の敬老の日、１００歳以上のお年寄りの数が出て

いましたが、６万人を超しています。毎年少しずつ増えて

いるそうです。１００歳以上の高齢者になりますと、何と

女性が８７％、圧倒的に女性優位の世界なんですね。

●100歳以上の高齢者実態

今ここに記載がございますように、国内の最高齢は東

京都の女の方で１１５歳ですね。現在、私が知っている

限り、世界で最長寿はアメリカの女性で１１６か１１７

歳なので、この方がもう１、２年頑張ると、また世界一

になるかもわかりませんが、男性は112歳名古屋の方みた

いですね。

100歳以上の人数を県別に見ると、東京は当然人口が多いですから一番ですね。右下にあるのが、ここは人口１

００万人当たりの１００歳以上の数で、これはほとんど西日本なんですね、島根、高知、鹿児島とか。これは高

齢化率が非常に多いということで、当然こういう県が、人口１０万人当たりに関しては大変多くなっているとい

うことです。今、１００歳以上になりますと銀杯が贈られます。大変高価です。ただ、寂しいけど、厚生労働省

は、来年から銀杯をやめて銀メッキにすると言っています。これは大変経費がかかるそうで、こんなに１００歳

以上が増えるとは多分思っていなかったんでしょう。来年からはどうもメッキになるそうです。残念です。

さて、これはサザエさんです。皆さん、御存じのとおりです。この２人は、何歳ぐらいに思いますか。
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これは日本人の平均寿命の推移です。昭和２２年から平成２６年までですね。これは等間隔ではないですが、

でも、昭和２２年から平均寿命は右肩上がりですね。昭和２２年、日本人は、平均寿命が男女とも５０歳代です

ね。それから見ると、今は、女性は９０に届こうとして、男性は８０歳を超しています。これはどのぐらい違う

かというと、こうやって線を引いて見てみますと、男女とも約３０年平均寿命が違っているんですね。この間、

６０年ぐらいです。６０年ぐらいで平均寿命が３０年違っているということです。

日本人は高齢の国だということはよくわかっていますが、平均寿命でいくと、実は、男性はここに書いてあり

ますように８位です。女性は１番ですね。男女平均すると、やはり１番なんですけど、男性は、実は１番ではな

くて、上には、イタリアとか、ニュージーランドとか、シンガポールとか、オーストラリアとか、そういう国が

挙がっています。

●平均寿命の推移

私のレジュメを見ると答えが書いてあるので、レジュメを見ないようにしてくださいね。この方は、ぱっと見

てどうですか。学生なんかに答えさせると、７０代じゃないかと言いますね。このお２人、実は５４歳。フネさ

んは、漫画の時代は４８歳、実は、テレビだと５２歳という設定らしいです。でも、やはりこの風貌を見ると、

今の５０歳代としては老け過ぎじゃないかというふうに思います。
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●PPKを実現するには

さて、皆さん、高齢者の方に聞くと、ＰＰＫでいきたいと。ＰＰＫは皆さん御存じですよね。ピンピンころ

りですね。ピンピンころりがいいと。寝たきりは嫌だと。だから、ピンピンころりというのは、いわゆる、後

で言いますが、健康長寿を実践して、要介護の期間が大変短い、こういうのがピンピンころりですね。ただ、

現実はこういう人も多いわけですね、実は。

自立度がだんだん減ってきて、ここら辺、要介護状態になって、ここの辺、寝たきりの状態ですね。これを

ＮＮＫと言います。これ、皆さん、聞いたことはありますか。ＮＮＫ、これをぜひ覚えておいてくださいね。

これはネンネンころりというんですね。皆さんは、ネンネンころりじゃなくて、ＰＰＫでいきたいと、そうい

う御希望があります。ということは、ピンピンころりを実践するには、やっぱり健康寿命を延ばさなきゃいけ

ないですね。
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健康寿命の定義はいろいろあるんですが、大体ここに書いてあるように、日常生活に制限のない期間の平均と

いう考え方が一般的かなと思います。ですけど、皆さん、これも御存じのように、実は、日本人は、健康寿命と

平均寿命の差がちょっとあるということですね。男性では、ここに書いてあるように９年間、女性はもうちょっ

と長くて１２.６年間あるんですね。ただ、昔、日本人は長生きだけど寝たきりが多いとか言われていましたけ

ど、実は、健康寿命も日本は世界１番ですね。ですけど、いずれにしろ、９年なり１２年の差があるので、この

間を短くしたいというのが皆さんの御希望ですね。高齢者の寿命と健康寿命の関係を見てみます。これは高齢者

がどうやって、最後は死に到達するかを簡単に記載しています。皆さんみとられるわけですけど、健康な高齢者

が徐々に病気を発症して、障害があって、要介護状態になって、終末期を迎えて死に至ると。こういう簡単なプ

ロセスが考えられます。では、健康寿命というのはどこら辺かというと、やはりここの障害が発症するまでです

ね。障害が発症してしまうと要介護状態になってしまいますので、何とかこの期間を短縮したいというのが皆さ

んの望みかなというふうに思います。

●健康寿命とは

さて、日本人は要介護状態になるのにどういう原因でなっているかというのを調べてみました。左側に、若い

年代から、あと５歳刻みに９０歳以上までありますね。ここの中で、各年代の要介護になった要因がプロットし

てあります。こうやってみると、若い年代、いわゆる前期高齢者の方々は、この青いところが大変目立ちます。

●要介護の主要因
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